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【 評 価 の 目 安 】  

 ◎ ： 計 画 を 上 回 っ て 進 ん で い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100％ 超  

 〇 ： ほ ぼ 計 画 ど お り 進 ん で い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 80～ 100% 

 △ ： 計 画 よ り や や 取 り 組 み が 遅 れ て い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ 60～ 80% 

 ×： 計 画 の 取 り 組 み が 遅 れ ， 見 直 し が 必 要 で あ る ・ ・ 60%未 満  

 － ： 未 評 価 （ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 に よ り 評 価 不 可 も 含 む ）  
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第１章 いきいきとその人らしく暮らせるまちづくり 

 

第１節 フレイル予防の推進 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

 ◎  〇  △  × －  合 計  

評 価  ２  １  ４ (4) ２ (2) １  １ ０  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

要 介 護 認 定 率 の 減 少  

（ ８ ０ 歳 ～ ８ ４ 歳 ）  

指 標  －  －  18.7％  

実 績  17.6％  17.3％  16.4％  

評 価  －  ◎  ◎  

フ レ イ ル 予 防 に 取 り 組 む

高 齢 者 数  

指 標  14,415 人 15,135 人 15,891 人 

実 績  14,899 人 15,739 人 12,094 人 

評 価  〇  ◎  △ (※ ) 

   ・ 評 価 欄 の (※ )部 分 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 で は ， フ レ イ ル 予 防 に 取 り 組 む 高 齢 者 数 が 令 和 元 年 度 ま で

増 加 を 続 け て い た ほ か ， 健 康 づ く り や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど に 参 加

す る 方 を 増 や す た め ， ４ ０ 歳 以 上 の 方 を 対 象 と し た ， か し わ フ レ イ

ル 予 防 ポ イ ン ト 制 度 を 始 め ， 様 々 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 や 通 い の 場 ，

ス ポ ー ツ ジ ム 等 ， ポ イ ン ト 対 象 事 業 の 拡 大 や 啓 発 を 行 い ま し た 。  

 し か し ， 令 和 ２ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 に よ

り ， フ レ イ ル 予 防 活 動 に 取 り 組 む こ と が 難 し い 状 況 が 続 き ま し た 。  

 新 し い 生 活 様 式 の 下 ， 感 染 予 防 対 策 を 取 り な が ら ， フ レ イ ル チ ェ

ッ ク や 介 護 予 防 講 座 を 実 施 す る と と も に ， 自 宅 で で き る 体 操 や ス ト

レ ッ チ 等 の 介 護 予 防 紙 面 講 座 の リ ー フ レ ッ ト 配 布 ， 簡 単 に で き る 体

操 の 動 画 配 信 等 ， 新 た な 取 り 組 み を 試 み ま し た が ， フ レ イ ル 予 防 に

取 り 組 む 高 齢 者 数 は 減 少 し ま し た 。  

第 ８ 期 で は ， フ レ イ ル 予 防 ポ イ ン ト の 普 及 等 ， 現 役 世 代 も 含 め て

フ レ イ ル 予 防 活 動 の 認 知 度 を 広 め て い く こ と と あ わ せ て ， 新 し い 生

活 様 式 に 対 応 し た ， 市 民 主 体 の フ レ イ ル 予 防 活 動 を 進 め ， 年 代 別 の

要 介 護 認 定 率 の 減 少 や ， 介 護 度 の 軽 度 化 に 繋 げ る よ う ， 取 り 組 み を

進 め て ま い り ま す 。  
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第１章 いきいきとその人らしく暮らせるまちづくり 

 

第２節 高齢者の居場所づくり 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ０  １  １ (1) 1（ 1) 1 ４  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

通いの場の数 

（週一型・常設型） 

指 標  21 か 所  26 か 所  31 か 所  

実 績  24 か 所  26 か 所  26 か 所  

評 価  ◎  〇  〇  

老人福祉センターの利用人数 指 標  144,000 人 144,000 人 144,000 人 

実 績  143,294 人 108,885 人 23,437 人 

評 価  〇  〇   ×(※ ) 

   ・ 評 価 欄 の (※ )部 分 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 通 い の 場 に つ い て は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 や ， 場 所

や 人 材 の 問 題 に よ り ， 新 た な 開 設 が 難 し い 状 況 に あ る な か ， 高 齢 化

を 理 由 に 解 散 し た 団 体 も あ り ま す 。  

ま た ， 市 内 に ３ 施 設 あ る 老 人 福 祉 セ ン タ ー は ， い ず れ も 老 朽 化 対

策 が 必 要 で あ り ， 修 繕 に 関 す る 優 先 順 位 を 考 え て 順 次 対 応 し て い く

必 要 が あ り ま す 。  

 第 ８ 期 で は ， 担 い 手 や 利 用 者 の 確 保 等 ， 既 存 の 活 動 団 体 へ の 継 続

的 な 支 援 を 行 う と と も に ， 地 域 支 え あ い 推 進 員 を 通 じ て 住 民 主 体 の

新 た な 居 場 所 づ く り へ の 支 援 や ， 民 間 事 業 者 と 連 携 し た 居 場 所 づ く

り へ の 提 案 を 行 い ま す 。  

ま た ， 通 い の 場 や サ ロ ン へ の 参 加 ， 老 人 福 祉 セ ン タ ー の 利 用 に つ

い て ， か し わ フ レ イ ル 予 防 ポ イ ン ト の ポ イ ン ト 付 与 対 象 と す る こ と

で ， 活 動 意 欲 を 高 め て ま い り ま す 。  
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第１章 いきいきとその人らしく暮らせるまちづくり 

 

第３節 多様な社会参加の推進 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  １  ３  １ (1) １ (1) １  ７  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

生 涯 現 役 促 進 協 議 会 に よ

る 求 人 開 拓 件 数  

指 標  増 加  増 加  増 加  

実 績  増 加  増 加  増 加  

評 価  ◎  ◎  ◎  

ボランティアセンターへの

ボランティアの登録者数 

指 標  3,950 人 4,050 人 4,150 人 

実 績  3,786 人 3,842 人 3,312 人 

評 価  △  〇   △ (※ ) 

  ・ 評 価 欄 の (※ )部 分 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 ３ 年 ご と に 実 施 し て い る 健 康 と く ら し の 調 査 で は ， ス ポ ー ツ の 会

や 趣 味 の 会 等 に 参 加 し て い る 方 の 割 合 が 減 少 し て い る と い う 結 果 に

な り ま し た 。  

 ま た ， ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー へ の ボ ラ ン テ ィ ア の 登 録 者 数 が ， 新

型 コ ロ ナ に よ る 活 動 自 粛 や 高 齢 化 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 解

散 等 で 登 録 者 が 減 少 し て い る ほ か ， 老 人 ク ラ ブ の 団 体 数 に つ い て も

減 少 し て い ま す 。  

 一 方 で ， 高 年 齢 者 就 労 の 拡 充 に お い て は ， 生 涯 現 役 促 進 協 議 会 に

よ る 求 人 開 拓 件 数 を 増 や す こ と が で き ま し た 。  

 第 ８ 期 で は ， 引 き 続 き 高 年 齢 者 就 労 の 充 実 を 図 っ て い く ほ か ， 地

域 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 推 進 す る べ く ， ボ ラ ン テ ィ ア の コ ー デ ィ

ネ ー ト や 人 材 育 成 等 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  
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第２章 地域で高齢者を支える体制づくり 

 

第１節 地域での支えあい活動の推進と相談体制の充実 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ２  ７  ３ (3) ０  １  １ ３  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

たすけあい活動団体数 

（小圏域） 

指 標  41 か 所  53 か 所  65 か 所  

実 績  42 か 所  49 か 所  52 か 所  

評 価  ◎  〇  〇  

たすけあい活動の延べ利用件数 指 標  17,000 件 19,400 件 22,300 件 

実 績  12,800 件 21,457 件 15,512 件 

評 価  △  ◎   △ (※ ) 

  ・ 評 価 欄 の (※ )部 分 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 小 圏 域 で 活 動 す る た す け あ い 団 体 は 増 加 し て い ま す が ， 立 ち 上 げ

後 の 担 い 手 ， 利 用 者 の 確 保 ， 活 動 の 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み が 課 題

と な っ て い ま す 。  

 ま た ， た す け あ い 活 動 の 利 用 者 数 は ， 年 度 ご と の 増 減 は あ り ま す

が ， 第 ７ 期 中 は 増 加 傾 向 に あ り ま す 。  

 第 ８ 期 で は ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ， 支 え あ い 推 進 員 と 連 携 し た

地 域 関 係 者 へ の 支 援 の 継 続 と ， 市 民 及 び 介 護 支 援 専 門 員 へ の た す け

あ い サ ー ビ ス の 周 知 を 引 き 続 き 行 い ま す 。  

 ま た ， 小 圏 域 で 活 動 し て い る 団 体 や ， 市 域 で 活 動 し て い る 団 体 ，

近 隣 や 同 じ 地 域 で 活 動 し て い る 団 体 同 士 で 支 援 内 容 等 に つ い て 意 見

交 換 を 行 い な が ら 取 り 組 み を 進 め て ま い り ま す 。  
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第２章 地域で高齢者を支える体制づくり 

 

第２節 在宅医療・介護の連携の推進 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ０  １  １ (1) １ (1) ５ (2) ８  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

利 用 者 ・ 家 族 の 満 足 度  指 標  －  －  増 加  

実 績  利用者82.5％ 

家族83.3％ 

－  62.6％  

（ ※ ）  

評 価  〇  －  －  

在 宅 医 療 の 認 知 度  指 標  － － 増加 

実 績  68.1％ 69.7％ 62.6％ 

評 価  －  －  〇  

※ 平 成 ３ ０ 年 度 と 令 和 ２ 年 度 の 調 査 （ 集 計 ） 方 法 は 異 な っ て い ま す 。  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 中 は ， 医 療 及 び 介 護 の 多 職 種 の 連 携 の 高 ま り 等 を 目 的 と し

た 研 修 等 を 進 め て き ま し た が ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡

大 に よ り ， 令 和 ２ 年 度 は 開 催 を 見 合 わ せ ま し た 。  

 今 後 ， 長 期 的 に 高 齢 化 が 進 行 し ， 在 宅 医 療 需 要 が 高 ま る こ と が 見

込 ま れ る た め ， 看 取 り 対 応 等 を は じ め と す る 医 療 ・ 介 護 職 の ス キ ル

向 上 及 び 連 携 が 促 進 さ れ ， 本 人 や 家 族 が 望 む 暮 ら し を 最 期 ま で 選 択

で き る 環 境 づ く り が 必 要 に な り ま す 。  

 第 ８ 期 で は ， 第 ７ 期 に 引 き 続 き ， 医 療 及 び 介 護 の 多 職 種 の 顔 の 見

え る 関 係 の 構 築 や 在 宅 医 療 に 必 要 な 知 識 を 習 得 で き る 研 修 会 等 の 実

施 に よ り ， 在 宅 医 療 ・ 介 護 多 職 種 連 携 の 向 上 を 目 指 す と と も に ， 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 基 盤 強 化 や 看 取 り 体 制 構 築 に 対 す る 支 援 等 の

在 宅 医 療 提 供 体 制 の 整 備 を 実 施 し ま す 。  

 ま た ， 市 民 へ の 普 及 啓 発 事 業 等 や ， 在 宅 医 療 に 関 す る 相 談 事 へ の

対 応 も 引 き 続 き 続 け ， 在 宅 医 療 利 用 者 の 生 活 満 足 度 が 高 ま る よ う 進

め て ま い り ま す 。   
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第２章 地域で高齢者を支える体制づくり 

 

第３節 地域包括支援センターの機能強化 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ２  ３  ０  ０  ０  ５  

 

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の

相 談 や 問 い 合 わ せ へ の 対

応 満 足 度  

指 標  88.0％  90.0％  92.0％  

実 績  95.9％  93.5％  90.3％  

評 価  ◎  〇  〇  

相 談 件 数 （ 実 件 数 ）  指 標  9,500 件 10,000 件 10,500 件 

実 績  9,823 件 14,736 件 12,674 件 

評 価  ◎  ◎  ◎  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 中 に ， 西 原 地 域 及 び 柏 の 葉 地 域 を 担 当 す る 柏 北 部 第 ２ 地 域

包 括 支 援 セ ン タ ー ， 及 び ， 沼 南 圏 域 に お け る 相 談 体 制 の 強 化 と し て ，

沼 南 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 高 柳 相 談 窓 口 を 開 設 し ま し た 。  

 相 談 件 数 （ 実 件 数 ） が １ ０ ， ０ ０ ０ 件 を 超 え て い る 中 ， 複 合 化 ・

多 様 化 す る 相 談 へ の 対 応 が 課 題 と な っ て い ま す 。  

 第 ８ 期 で は ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 活 動 評 価 を 行 い ， 事 業 の 質

の 向 上 を 図 る と と も に ， 地 域 ケ ア 会 議 を 実 施 し ， 個 別 課 題 の 解 決 や

地 域 課 題 の 抽 出 ， 分 析 を 行 い ， 政 策 形 成 に つ な げ る 等 ， Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ

イ ク ル を 意 識 し た 事 業 運 営 を 行 い ま す 。  

 ま た ， 地 域 ご と の 高 齢 者 人 口 等 を 勘 案 し ， 配 置 職 員 数 や 相 談 拠 点

の 増 設 を 検 討 し ま す 。  

 さ ら に ， 地 域 特 性 の 分 析 を 進 め ， そ れ ぞ れ の 地 域 の 特 性 に 応 じ た

各 種 活 動 を ， 地 域 関 係 団 体 と 連 携 を 図 り な が ら 展 開 し て ま い り ま す 。  
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第２章 地域で高齢者を支える体制づくり 

 

第４節 認知症施策の推進 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ５  ３  ３ (3) １ (1) １  １ ３  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

認知症サポーター養成講座

受講者数（累計） 

指 標  25,000 人  28,500 人  32,000 人  

実 績  26,097 人  29,972 人  32,026 人  

評 価  ◎  ◎  ◎  

認知症にやさしい事業所数 指 標  40 か所 60 か所 80 か所 

実 績  74 か所 97 か所 111 か所 

評 価  ◎  ◎  ◎  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 で は ， 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 の 受 講 者 数 や ， 捜 索 支 援

ア プ リ の 協 力 者 の 人 数 ， 認 知 症 に や さ し い 事 業 所 数 等 を 増 加 さ せ ，

認 知 症 の 人 や そ の 家 族 を 見 守 る 地 域 づ く り を 着 実 に 進 め る こ と が で

き ま し た 。  

 し か し ， 令 和 元 年 度 に 実 施 し た 健 康 と く ら し の 調 査 で は ， 認 知 症

の 相 談 先 を 知 っ て い る 人 の 割 合 は ５ ０ ％ 未 満 と い う 結 果 も 出 て い ま

す 。 今 後 ， 高 齢 化 の 進 行 に よ り 認 知 症 に な る 高 齢 者 が 増 え て い く こ

と が 見 込 ま れ る 中 ， 早 期 に 相 談 に 繋 が る こ と ， そ し て ， 早 期 発 見 ・

早 期 対 応 に よ り 重 度 化 防 止 に 繋 げ る こ と が 重 要 に な り ま す 。  

 第 ８ 期 で は ， 引 き 続 き 認 知 症 の 相 談 窓 口 を 広 く 周 知 す る と と も に ，

早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に よ る 認 知 症 の 発 症 や 進 行 を 遅 ら せ る 予 防 の 取

り 組 み と ， 認 知 症 の 人 や そ の 家 族 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し 続 け ら

れ る 共 生 の ま ち づ く り を 進 め て ま い り ま す 。  
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第２章 地域で高齢者を支える体制づくり 

 

第５節 権利擁護の充実 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ４  １  ０  １ (1) ２ (1) ８  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

権利擁護に関する相談件数 指 標  500 件  550 件  600 件  

実 績  350 件  839 件  652 件  

評 価  △  ◎  ◎  

成年後見に関する相談件数 指 標  100 件 120 件 140 件 

実 績  159 件 249 件 158 件 

評 価  ◎  ◎  ◎  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 高 齢 者 虐 待 防 止 の 普 及 啓 発 ・ 相 談 体 制 の 整 備 に つ い て は ， 講 演 会

や 研 修 会 を 令 和 ２ 年 度 は 開 催 す る こ と が で き ま せ ん で し た が ， 令 和

元 年 度 ま で は 参 加 人 数 が 年 々 増 え て い ま し た 。  

 第 ８ 期 で は ， 高 齢 者 虐 待 を 早 期 発 見 し ， 困 難 な 状 況 に あ る 高 齢 者

が 尊 厳 を 持 っ て 安 心 し て 生 活 が で き る よ う ， 関 係 機 関 の ネ ッ ト ワ ー

ク に よ り ， 緊 急 一 時 保 護 や 措 置 入 所 等 ， 必 要 な 支 援 を 講 じ て ま い り

ま す 。  

 成 年 後 見 制 度 を 利 用 し て い る 高 齢 者 は ， 第 ７ 期 中 に 年 々 増 え ま し

た 。 今 後 も 高 齢 化 の 進 行 に よ り ， 制 度 を 必 要 と す る 方 が 増 え る こ と

が 見 込 ま れ る た め ， 必 要 と す る 方 が 適 切 に 利 用 で き る よ う ， 引 き 続

き 制 度 の 普 及 啓 発 を 進 め て ま い り ま す 。  

 ま た ， 専 門 職 に よ る 後 見 人 の 不 足 が 見 込 ま れ る こ と か ら ， 新 た な

担 い 手 と し て 市 民 後 見 人 の 育 成 を 推 進 す る と と も に ， 活 動 支 援 を 行

い ま す 。  
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第３章 安心して暮らせる超高齢社会のまちづくり 

 

第１節 介護サービスの基盤の整備 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ０  ６  ５  ０  ３ (2) １ ４  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

グ ル ー プ ホ ー ム の 定 員 数  指 標  423 人  441 人  459 人  

実 績  423 人  423 人  423 人  

評 価  ◎  △  △  

特別養護老人ホーム及び地

域密着型特別養護老人ホー

ムの整備床数 

指 標  1,515 床 1,675 床 1,675 床 

実 績  1,515 床 1,515 床 1,528 床 

評 価  〇  〇  △  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 施 設 等 の 整 備 に つ い て ， 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 （ グ ル ー プ ホ

ー ム ） を 令 和 ２ 年 度 に ２ 者 選 定 し ま し た （ 整 備 は 令 和 ３ 年 度 ） 。  

 介 護 老 人 福 祉 施 設 に つ い て は ， 令 和 元 年 度 に 新 設 １ ０ ０ 床 の 事 業

者 を 選 定 （ 整 備 は 令 和 ３ 年 度 ） し た ほ か ， 令 和 ２ 年 度 に 増 床 及 び 転

換 に よ り １ ３ 床 整 備 し ま し た 。  

 第 ８ 期 で は ， 介 護 老 人 福 祉 施 設 ， 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 ， 認 知

症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 （ グ ル ー プ ホ ー ム ） ， 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介

護 ， 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 及 び 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介

護 看 護 を 整 備 す る 予 定 で す 。  

 ま た ， 介 護 人 材 の 確 保 に 向 け て 令 和 ２ 年 度 を 除 き ， 「 柏 の 〇

（ わ ） 」 や 「 介 護 の 仕 事 相 談 会 」 を 実 施 し ま し た 。  

 少 子 高 齢 化 の 進 行 に よ り ， 介 護 を 必 要 と す る 高 齢 者 が 増 え る 一 方

で ， 生 産 年 齢 人 口 が 減 少 す る こ と が 見 込 ま れ ま す 。 ケ ア の 質 を 確 保

し な が ら 必 要 な サ ー ビ ス 提 供 が で き る よ う ， 第 ８ 期 で も ， 引 き 続 き

介 護 人 材 の 確 保 ・ 育 成 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  
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第３章 安心して暮らせる超高齢社会のまちづくり 

 

第２節 介護保険制度の持続可能性の確保 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ３  １  ２ (1) ０  ２ (1) ８  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

３ ０ 日 以 内 に 要 介 護 （ 要

支 援 ） 認 定 を す る 割 合  

指 標  60.0％  61.0％  62.0％  

実 績  41.6％  44.1％  43.2％  

評 価  △  △  △  

ケ ア プ ラ ン 向 上 プ ロ ジ ェ

ク ト （ ケ ア プ ラ ン 点 検 ）

実 施 回 数  

指 標  30 件 36 件 36 件 

実 績  22 件 27 件 36 件 

評 価  〇  〇  ◎  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 中 は ， ケ ア プ ラ ン 向 上 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 回 数 を 増 や す こ

と が で き た ほ か ， 柏 市 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 基 本 方 針 を 策 定 す

る 等 ， 自 立 支 援 ・ 重 度 化 防 止 に 資 す る ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 策 定 支 援

に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て き ま し た 。  

 第 ８ 期 で は ， 介 護 支 援 専 門 員 や 介 護 事 業 所 等 ， ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

に 携 わ る す べ て の 関 係 者 に 対 し て ， 柏 市 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る

基 本 方 針 が 浸 透 す る よ う 周 知 し て ま い り ま す 。  

 市 民 向 け の 冊 子 関 係 に つ い て ， こ れ ま で の も の は 内 容 が 重 複 し て

い る 冊 子 が 多 く ， 冊 子 ご と の 対 象 者 等 が 明 確 に な っ て い な か っ た た

め ， 第 ７ 期 中 に ， 介 護 サ ー ビ ス が 必 要 な 人 向 け ， 元 気 な 高 齢 者 向 け

等 ， 対 象 ご と に あ わ せ た 内 容 に な る よ う 見 直 し を 図 り ま し た 。  

 第 ８ 期 で も 引 き 続 き 内 容 の 見 直 し を 図 り ， 介 護 保 険 制 度 の 趣 旨 を

周 知 す る と と も に ， 適 切 な 利 用 に 繋 げ て ま い り ま す 。  
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第３章 安心して暮らせる超高齢社会のまちづくり 

 

第３節 庁内横断的な推進体制の整備 

 

【 評 価 結 果 （ 令 和 ２ 年 度 ） 】  

評 価  ◎  〇  △  × －  合 計  

実 績  ２  ３  ３ (1) ０  ３  １ １  

    ※ ()内 の 数 値 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

【 主 な 指 標 ・ 実 績 】  

 Ｈ ３ ０  Ｒ １  Ｒ ２  

たすけあい活動団体数（小

圏域） 

指 標  41 か 所  53 か 所  65 か 所  

実 績  42 か 所  49 か 所  52 か 所  

評 価  ◎  〇  〇  

支えあい会議（開催回数） 指 標  30～50 回 30～50 回 30～50 回 

実 績  50 回 34 回 21 回 

評 価  〇  〇  △ (※ ) 

   ・ 評 価 欄 の (※ )部 分 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 を 受 け た も の 。  

 

【 評 価 ・ 第 ８ 期 の 方 向 性 等 】  

 第 ７ 期 で は ， 柏 市 と 東 京 大 学 ， Ｕ Ｒ 都 市 機 構 の 三 者 で 豊 四 季 台 団

地 及 び そ の 周 辺 地 域 に お い て 取 り 組 ん で き た 「 柏 市 豊 四 季 台 地 域 高

齢 社 会 総 合 研 究 会 」 に よ る 実 証 事 業 の 成 果 を 明 ら か に し ， 産 官 学 連

携 で 取 り 組 む 持 続 可 能 な 長 寿 社 会 の ま ち づ く り を 市 内 全 域 へ 展 開 で

き る よ う ， 在 宅 医 療 の 推 進 や ， フ レ イ ル 予 防 プ ロ ジ ェ ク ト ２ ０ ２ ５ ，

地 域 支 え あ い 会 議 等 に 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。  

 第 ８ 期 で は ， 引 き 続 き 産 官 学 の 連 携 を 推 進 す る と と も に ， 民 間 事

業 者 や Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 等 の 多 様 な 団 体 ， 庁 内 の ま ち づ く り 部 門 等 と の 連

携 体 制 を 強 化 し ， 高 齢 化 の 進 行 に よ り 支 援 ニ ー ズ が 多 様 化 ・ 複 雑 化

し て い く 中 で も ， 高 齢 者 の 地 域 で の 生 活 を 支 え る た め の ま ち づ く り

を 進 め ま す 。  

 

  



第７期柏市高齢者いきいきプラン２１ 重点施策別評価結果 

                                                                          ※()内の数値は新型コロナウィルスの影響を受けたもの。 

  

政策目標 重点施策 
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

◎ 〇 △ × － ◎ 〇 △ × － ◎ 〇 △ × － 

いきいきとその

人らしく暮らせ

るまちづくり 

フレイル予防の推進 0 5 3 0 2 4 3 3 0 0 2 1 4(4) 2(2) 1 

高齢者の居場所づくり 2 1 0 0 1 1 3 0 0 0 0 1 1(1) 1(1) 1 

多様な社会参加の促進 2 3 1 0 1 2 4 1 0 0 1 3 1(1) 1(1) 1 

小計（２１項目） 
4 9 4 0 4 7 10 4 0 0 3 5 6(6) 4(4) 3 

19.0% 42.9% 19.0% 0.0% 19.0% 33.3% 47.6% 19.0% 0.0% 0.0% 14.3% 23.8% 28.6% 19.0% 14.3% 

地域で高齢者

を支える体制

づくり 

地域での支えあい活動の推進と相談体制の充実 7 4 1 0 1 5 8 0 0 0 2 7 3(3) 0 1 

在宅医療・介護の連携の推進 0 6 2 0 0 0 3 1 0 4 0 1 1(1) 1(1) 5(2) 

地域包括支援センターの機能強化 3 2 0 0 0 1 4 0 0 0 2 3 0 0 0 

認知症施策の推進 5 6 1 0 1 7 3 2 0 1 5 3 3(3) 1(1) 1 

権利擁護の充実 3 2 2 0 1 5 1 1 0 1 4 1 0 1(1) 2(1) 

小計（４７項目） 
18 20 6 0 3 18 19 4 0 6 13 15 7(7) 3(3) 9(3) 

38.3% 42.6% 12.8% 0.0% 6.4% 38.3% 40.4% 8.5% 0.0% 12.8% 27.7% 31.9% 14.9% 6.4% 19.1% 

安心して暮らせ

る超高齢社会の

まちづくり 

介護サービスの基盤の整備 3 8 2 0 1 2 7 4 0 1 0 6 5 0 3(2) 

介護保険制度の持続可能性の確保 3 2 1 0 2 2 4 2 0 0 3 1 2(1) 0 2(1) 

庁内横断的な推進体制の整備 4 3 2 0 2 4 3 3 0 1 2 3 3(1) 0 3 

小計（３３項目） 
10 13 5 0 5 8 14 9 0 2 5 10 10(2) 0 8(3) 

30.3% 39.4% 15.2% 0.0% 15.2% 24.2% 42.4% 27.3% 0.0% 6.1% 15.2% 30.3% 30.3% 0.0% 24.2% 

合計（１０１項目） 
32 42 15 0 12 33 43 17 0 8 21 30 23(15) 7(7) 20(6) 

31.7% 41.6% 14.9% 0.0% 11.9% 32.7% 42.6% 16.8% 0.0% 7.9% 20.8% 29.7% 22.8% 6.9% 19.8% 

1
2
 



 

第 ７ 期 柏 市 高 齢 者 い き い き プ ラ ン ２ １  総 括  

 

 第 ７ 期 期 間 中 の 最 終 年 で あ る 令 和 ２ 年 度 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 の 感 染 拡 大 に よ り ， 様 々 な 取 り 組 み に お い て 実 施 方 法 の 見 直

し を 余 儀 な く さ れ ， 規 模 を 縮 小 し て 実 施 し た 事 業 や ， 開 催 を 見 送 っ

た 事 業 が 多 く な り ま し た 。 そ の 結 果 ， 各 指 標 の 評 価 結 果 に お い て も ，

令 和 元 年 度 ま で は ◎ と 〇 の 評 価 の 合 計 が ７ ０ ％ を 超 え て い ま し た が ，

令 和 ２ 年 度 は 約 ５ ０ ％ と な っ て い ま す 。 重 点 施 策 「 フ レ イ ル 予 防 の

推 進 」 等 ， 人 が 集 ま っ て 実 施 す る こ と が 前 提 と な っ て い た 事 業 に つ

い て は ， 取 り 組 み を 進 め る こ と が 難 し い 状 況 が 続 い た こ と も あ り ，

政 策 目 標 別 で は ， 特 に 政 策 目 標 １ に 関 す る 評 価 結 果 が 大 き く 下 が っ

て い ま す 。  

 

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 や ， 各 事 業 を 十 分 に 実 施 で き な か っ た

こ と に よ り ， 認 定 者 数 や 給 付 費 が 急 増 す る と い っ た 影 響 は ， 現 時 点

で は 確 認 さ れ て い ま せ ん 。 し か し ， １ 年 以 上 に わ た る 自 粛 生 活 に よ

り ， 社 会 と の 関 わ り や 運 動 の 機 会 が 減 っ て し ま っ て い ま す 。 そ の こ

と に よ り ， 今 後 フ レ イ ル の 状 態 に な る 方 や ， 要 介 護 認 定 を 受 け る 高

齢 者 が 急 増 し て し ま う 可 能 性 も 否 定 は で き ま せ ん 。 第 ８ 期 で は ， 新

し い 生 活 様 式 に 対 応 し な が ら 各 事 業 の 取 り 組 み を 進 め ， 基 本 理 念

「 す べ て の 高 齢 者 が ， そ の 人 ら し く ， 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て い

き い き と 暮 ら せ る ま ち  柏 」 の 達 成 を 引 き 続 き 目 指 し て ま い り ま す 。  
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